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 局 別 審 査 

 

１ 中 島 光 徳 委員（公明党） 

 

１ 防災・減災の取組について 

（１）飲料水及び食料の備蓄について 

  ア 備蓄の必要性についてしっかり啓発すべきと考えるがどうか。 

  イ 「ローリングストック」を周知するための取組について伺いたい。 

（２）地域防災拠点とマンション等の集合住宅との連携について 

  ア 市民の皆様に地域防災拠点の役割を理解していただき、自宅で生活できる

場合は在宅避難が原則であることを周知すべきと考えるがどうか。 

  イ 地域防災拠点と集合住宅との連携についての支援の取組について伺いたい。 

（要望）地域防災拠点における夜間照明の設置について、グラウンドの活用方法も

含め、検討していただきたい。 

（３）地域における防災力向上について 

  ア 地域の防災力向上に対して、区が更に支援できるようにするべきと考える

がどうか。 

  イ 地域特性に応じた地域防災力の向上の取組について伺いたい。 

 

２ 旧深谷通信所跡地の防災活用について 

（１）防災計画における旧深谷通信所跡地の今後の位置付けについて伺いたい。 

（２）機材庫の具体的な設置場所について伺いたい。 

（３）広域応援活動拠点の機能及び指定の予定時期について伺いたい。 

（要望）周辺道路、水道、トイレ等インフラの早期整備について、災害対策強化の

視点から関係局に促していただきたい。 

 

３ 新市庁舎整備の推進について 

（１）建設に当たり、景観に関して留意すべき事項について伺いたい。 

（２）景観や周辺への調和についての検討経過について伺いたい。 
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（３）新市庁舎の夜間景観の考え方について伺いたい。 

 

４ 中小企業振興基本条例を踏まえた契約状況について 

（１）２８年度の総務局における市内中小企業者との契約件数及び割合について伺

いたい。 

（２）市内中小企業者の受注を更に増やすための取組について伺いたい。 

 

５ 市ウェブサイトの再構築について 

（１）新たな再構築におけるＩＣＴ部門の役割について伺いたい。 

（２）システム開発における改善の取組について伺いたい。 

（３）システム所管部門を含めた業務適正化に向けた取組について伺いたい。 

（要望）システム調達の適正化について、引き続き全庁的に進めていただきたい。 

 

６ 多様で柔軟な働き方について 

（１）２９年度に実施した横浜版フレックスタイム制度の試行に関する職員の意見

について伺いたい。 

（２）職員意見を踏まえ、３０年度の試行で見直す点について伺いたい。 

（３）多くの職員に試行に参加してもらうための工夫について伺いたい。 

 

７ 職員の健康管理について 

（１）職員の健康づくりのための取組について伺いたい。 

（２）健康診断結果等から見た職員の健康上の課題について伺いたい。 

（３）身体面の健康課題の解決に向けた取組について伺いたい。 

 

８ 横浜市における障害者雇用について 

（１）市職員の障害者雇用の状況について伺いたい。 

（２）３０年度の採用予定について伺いたい。 

（３）今後の障害者雇用の考えについて伺いたい。 

（要望）障害者の雇用促進について、引き続き率先して取り組んでいただきたい。 
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２ 岩 崎 ひろし 委員（共産党） 

 

１ 製薬会社研究所開発事業に伴う周辺地域の浸水対策について 

（１）災害対策基本法における防災対策に関する市町村の責務及び地域防災計画の

所管について伺いたい。 

（２）２６年１０月の台風１８号時における気象条件及び旧日立戸塚工場跡地周辺

の浸水被害状況について伺いたい。 

（３）開発事業に関する手続きの当初から、所管局において防災意識を持った対応

が必要であったと考えるがどうか。 

（４）危機管理室が防災施策の総合調整役として、日頃から関係区局に防災計画の

視点でチェックすることを指導するべきと考えるがどうか。 

（５）本件について今後も地元住民が安心できるように、未然防止の観点から市と

して最後まで責任を持って対応するべきと考えるがどうか。 

（６）所管局が進める手続きの中に、防災計画に基づく未然防止の手続きも入って

いるのか伺いたい。 

 

２ 国土強靭化基本法、国土強靭化地域計画及び市防災計画について 

（１）国土強靭化基本法の目的及び理念について伺いたい。 

（２）国土強靭化基本法をどのように受け止め地域計画を策定するのか伺いたい。 

（３） 市防災計画と国土強靭化地域計画との関連性及び責任部署について伺いたい。 

（４）市防災計画及び国土強靭化地域計画の視点を全ての施策に反映させるべきと

考えるがどうか。 

（要望）市防災計画の視点を全庁的に体現するため、各区局に兼務でも良いので、

そのことに専念できるような体制を作っていただきたい。 
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３ 川 口   広 委員（自民党） 

 

１ 防災用屋外スピーカーの整備について 

（１）整備の進捗状況について伺いたい。 

（２）スピーカーの運用方法及び隣接する町田市や大和市との連携方法について伺

いたい。 

（３）実効性のある運用を図るための地域住民に対する意識啓発や自助共助への支

援の取組について伺いたい。 

（要望）スピーカーの効果的な運用に向けて、工事の段階から地域の防災組織や隣

接自治体との連携を一層深めていただきたい。 

 

２ 旧上瀬谷通信施設の跡地利用に関する業務移管について 

（１）業務移管を実施する趣旨について伺いたい。 

（２）跡地利用に関する３０年度の検討体制について伺いたい。 

 

３ 新市庁舎移転に向けたワークスタイル改革について 

（１）ＷＥＢ会議システムの具体的な試行内容について伺いたい。 

（２）新市庁舎においてコミュニケーション活性化の視点から行う工夫について伺

いたい。 

（３）新市庁舎で働く職員のモチベーションを高める執務空間を作っていくべきと

考えるがどうか。 

（要望）民間企業での様々な取組事例も参考にして、職員にとって魅力的な職場と

なるように検討を進めていただきたい。 

 

４ 新市庁舎への移転を契機とした内部事務の集約化について 

（１）集約化の対象として検討している事務について伺いたい。 

（２）集約化がもたらす効果について伺いたい。 

（３）今後の検討体制及びスケジュールについて伺いたい。 
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（４）集約化を進めるに当たっては、横浜市中小企業振興基本条例の趣旨を踏まえ

た対応をするべきと考えるがどうか。 

（要望）集約化を進めるに当たり、横浜市中小企業振興基本条例の趣旨をしっかり

と踏まえた取組となるようにしていただきたい。 

（要望）区役所等にも集約化の取組を広げることを視野に入れ、引き続き着実 

に検討を進めていただきたい。 

 

５ 新市庁舎整備における商業施設の機能や入居店舗の考え方について 

（１）新市庁舎が市民のシンボルになるような工夫について伺いたい。 

（２）商業施設に入居する店舗の設計上の配置について伺いたい。 

（３）第１回横浜市市庁舎商業施設運営事業者選定評価委員会における議論の内容

について伺いたい。 

（４）マスターリース事業者の選定スケジュールについて伺いたい。 

（５）魅力ある商業施設とするための考えについて伺いたい。 
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４ 望 月 高 徳 委員（民進党） 

 

１ 災害対策の強化に向けた取組について 

（１）地域防災拠点における要援護者に対応した訓練を増やすための取組について 

  ア 要援護者に対応した訓練を実施した地域防災拠点数及び訓練内容について

伺いたい。 

  イ 要援護者に対応した訓練を行う地域防災拠点を増やすための取組について

伺いたい。 

（要望）要援護者も参加する実践に即した訓練が行われるように、なお一層しっか

りと取り組んでいただきたい。 

（２）防災ライセンス事業について 

  ア 過去５年間の講習会実施回数の推移について伺いたい。 

  イ ２７年度以降、講習会の回数が減少した理由について伺いたい。 

  ウ ３０年度の講習会開催予定及び取組の考え方について伺いたい。 

（３）地域防災拠点におけるＷｉ－Ｆｉ等のネット環境整備について伺いたい。 

（４）感震ブレーカー設置促進について 

  ア 感震ブレーカーの発災時における有用性について伺いたい。 

  イ 自治会・町内会を経由して補助申請をしていただく意味について伺いたい。 

（５）災害対策の実効性を確保する取組について 

  ア 災害拠点病院など災害時に重要な役割を果たす特定建築物の耐震工事が進

んでいない現状を踏まえ、危機管理室が所管局に働きかけ、一体となって改

善に取り組むべきと考えるがどうか。 

  イ 危機管理室は不測の事態を想定して減災に向けた役割を果たすべきと考え

るがどうか。 

（６）水防法の改正に伴う対応について 

  ア 要援護者施設に作成が義務化された避難確保計画について、作成状況に関

する所感について伺いたい。 

  イ 低い作成状況を受け、作成に向けた今後の取組について伺いたい。 
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（要望）施設の理解と協力を得て避難確保計画の策定が進むように、また避難訓練

等も行なわれるように責任を持って取り組んでいただきたい。 

 

２ 電子メールの取扱いについて 

（１）セキュリティ対策について 

  ア 本市に送られてきた攻撃メールの件数について伺いたい。 

  イ ウイルス対策ソフトで検知できないような標的型メール攻撃に対する対策

について伺いたい。 

  ウ メールの誤送信に対する対策について伺いたい。 

（２）電子メールの保存状況等について  

  ア 本市の文書制度における電子メールの位置付けについて伺いたい。 

  イ 行政文書に該当する電子メールの保存期間と保存状況について伺いたい。 

 

３ 職員配置としごと改革の考え方等について 

（１）効率的な行政運営について 

ア 職員配置の考え方について伺いたい。 

イ これまでの事業見直しの取組内容と成果について伺いたい。 

ウ 本市独自の主体的な見直しを増やしていくべきと考えるがどうか。 

エ 事業見直しに向けた区局の共通意識の醸成について伺いたい。 

オ 業務の生産性を高めるための取組について伺いたい。 

カ 今後の事業見直しの取組及び決意について伺いたい。 

（２）市職員の障害者雇用促進について 

ア ３０年度に本市に求められる法定雇用率及び達成見込みについて伺いたい。 

イ 法定雇用率達成に向けた今後の取組について伺いたい。 

（要望）法定雇用率の達成に向けて総務局や関係局が連携し、しっかりと取り組ん

でいただきたい。 
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５ 大 桑 正 貴 委員（無保会） 

 

１ 新市庁舎整備について 

（１）２９年度の工事進捗と３０年度の見通しについて伺いたい。 

（２）３０年度の開庁準備業務の内容について伺いたい。 

（３）移転計画策定にあたり重要なポイントについて伺いたい。 

（４）整備は遅れることなく予定通り開庁に間に合うのか伺いたい。 

 

２ 多目的トイレの整備状況について                                

（１）地域防災拠点における多目的トイレの整備状況について伺いたい。 

（２）地域防災拠点に指定されていない市立中学校の多目的トイレの整備状況につ

いて伺いたい。 

 

３ 災害時における備蓄食料の食物アレルギー対応について 

（１）災害時における食物アレルギー対応の対策について伺いたい。 

（２）アレルギー対応食について、今後更なる取組を行う必要があると考えるがど

うか。 

 

４ 学校の安全対策について 

（１）児童の安全対策に関する防災計画への記載内容について伺いたい。 

（２）ヘルメットが無い状態で学校生活を送る児童がいる状況の早期改善に向けた

対応を危機管理室が後押しするべきと考えるがどうか。 
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６ 磯 部 圭 太 委員（無所属） 

 

１ 新市庁舎移転に向けた文書管理のあり方について 

（１）２９年度の文書量削減の取組について伺いたい。 

（２）新市庁舎移転対象局における文書量の削減率について伺いたい。 

（３）文書量削減に向けた今後の進め方及び意気込みについて伺いたい。 

（４）ファイルサーバ統合によるメリットについて伺いたい。 

（５）ペーパーレスの取組による効果について伺いたい。 

（６）歴史的公文書を後世に引き継ぐ重要性について伺いたい。 

 

２ 法務分野の人材育成について 

（１）総務局に訴訟費を一括計上している理由について伺いたい。 

（２）法曹有資格者の採用状況について伺いたい。 

（３）全ての職員の法務能力を高めていくためには、総務局に留まらず全庁的な取

組を行うべきと考えるがどうか。 
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